






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































番り。 表題 点数･形態 備考 作成年代（内容年代）
現存文沓:マイ
クロ史料番号
1l 御山寄進帳 1冊 享保9年6月（～文政7年6月） 13328
13 仲之組定法書帳 1冊 (享保6年8月～文政7年6月） 26-449
15 京都因縁書帳 1冊 (元亀4年7月～嘉永6年12月） 2月6日
16 ,li代事書集帳 1冊 (天正15年～享保8年） 1月41I
31 磯リ状之扣帳 1冊 安永8年12月（～文化11年4月） 15184



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































廿一番 当町山本町 御哀翰之写1巻、御誓文之写1巻 慶応4年三月
廿二番 当町山本町 当組内町代新規古遣之控1冊 慶応4年三月
C現存史料
番号・備考
20，21いずれの
表紙にも朱書「弐
拾番弐冊之内」
には明治初年の文書が添付されているが目録との関係は不明である。なお、本目録の形態は巻
物であり、その軸の上部に附属した細長い駒形の木に重要な文字情報が含まれており、それは
後述する。
保管文書の経過を観察するために、表は以下のように作成した。表4の1は②と④、表4の
2は③と④、表4の3は⑤から作成し、それぞれの右端に現存史料との照合結果を記入した。
①に関しては②以降の文書目録との関連が判明せず、検討の対象外とした。
表4の1と2を見ると、文書一件ごとに「当町」の記載がある。これは12のところで「当番
町」という表現が見られるように、それぞれの文書が発生したときに町組運営の当番について
いた町を示していると考えられる。この推測は、1764(宝暦14)年4月「新規願禁令につき二
十八町組連印写帳｣銘)の末尾に「右為後日之如此記置之其時当町柳馬場御池下ル八幡町年
寄八郎兵衛」とあることからも支持される。また、後年の史料ながら、この町組に所属する虎
石町文書のなかには二十八町組の諸出銀集帳の綴りがあって、虎石町が町組の当番として徴収
した出銀の帳簿を作成し、そこに「当町虎石町」と記している39)。
表4の1に戻って、A欄の10には「帳箱入目録」とあり、二十八町組の帳箱が存在したこと
が判明し、この帳箱にはA欄の文書が収納され、当番町により引き継がれていたのであろう。
表4の2，B欄の最下段にある「帳箱入目録」は現存史料Nnl7のことである。この文書は巻物
形態で、その軸の上端に長さ5cmぐらいの細長い駒形の木が附属し、その表には「帳箱入目
録｣、裏には「丑寅廿八町組｣、左側面には朱書で「十七番」と記されている。したがって、
1831年時点ではB欄の文書がこの町組の帳箱に収納されていたことがわかる。表4の3に見ら
れる通り、この文書目録には幕末まで追加登録がなされた。
表4の1，A欄とB欄の当番町の欄を比較しても記載がある限りにおいては変化が全く見ら
れず、当町の意味に関する先ほどの見解を支持する。文政期目録(A欄）に記載され、天保2
年目録(B欄）に見当たらない文書が9件見られ、これは「拾六番」の「諸書付色々九口」に
件数が一致するので、帳箱文書の全てが「廃棄」されることなく、新規に文書を受け入れてい
38）柳八幡町文書NO10o
39）虎石町文書恥1（京都市歴史資料館紙焼写真）
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ることが想定される。また、9件の文書が文書名を記されることなく一括されたことは、一括
登録された文書を目録作成者が重視していなかったことを示し、組合町における文書保管の参
考事例の一つ目に挙げた、立売親八町組の事例に類似したことを、この町組でも行っていた可
能性がある。つまり参照可能性の低い文書を一括したのではないかということであるが、想像
を暹しくしすぎたであろうか。
個別の文書に関しては、C欄において現存史料が確認できるものがいくつかあるので、六角
町文書では1点も確認できなかった町組文書がここではっきりとしてくる｡ここでは1例だけ
検討しておこう。現存史料NO16は表紙に「諸願手続認振扣八幡町」とあり、一見、柳八幡町
という個別町文書に見えなくもない。しかし、表紙裏には以下3点の小切紙が貼付されている。
1．亥5月19日町代給分出銀請取書上艮組当番役行者町作成、太郎助弐拾八町御組宛
2．辰ll月28日同上上艮組当番町作成、艮廿八組御行事町宛
3．文政3年12月年頭諸入用銀請取書町代惣会所作成、弐拾八町組行事町松下町宛
あて先はいずれも二十八町組であり、しかも三つ目はその時点の当番町であった松下町であっ
て柳八幡町ではない。このようにしてこの帳簿のその時点の保持者すなわち二十八町組の当番
町が受け取った文書がここに貼られたのである。したがって、この帳簿は個別町文書ではなく
組合町文書である。そのため「拾五番」として組合町の帳箱に保管されたのである。
この廿四町組の文書保管でもう一つ論点を提示しておこう。
表4の1A欄では省略したがllの「周防守様御条目」には「右御触状之写当御組町前以御伝
来無御座候二付、此度御組町之内去方より御寄附被成度御願御座候故、帳箱へ入し置申候趣意
は右御触状仮箱之裏二書付在之候、御覧被下候事」という注記があり、初期の惣町あてに発給
された町触の写を所持していないために新たに筆写され、町組の箱に入れられたこともわかる。
この状箱も現存し、その蓋裏には「此御触状は世間二而弐拾一ケ条と申候御条目之内二御座
候処、年来当組二相伝無御座候二付、此度外方所持之御真本を以写取申候。御組町一廻御披見
之上、右御条目類一箱え納置候様致度存念二御座候事」と記され、状箱本体の外側底部には
｢文化十四丁丑年六月臨模、同十五年戊寅年二月表荘」とあって、この条目が1817年に模
写され1818年に表装されたことがわかる。これらの記述は文書目録の記述に完全に合致してい
る。また、この模写が町組内に披見されようとしていることも注目される。板倉二十一ケ条は
写であっても町組が保管し、それを町組の構成町が認知しなければならないという意識が存在
したのである。
これに関連しては、現存史料恥1が1595(文禄4)年から1642(寛永19)年にかけての一紙
文書を表装したものであり、表装内側の袖に「丑寅廿八町組」と明記され、末尾に「文化十四
年丁丑之冬修補」と記されていることも興味深い。これらの記述は、表4のlA欄の8「い」
の「古文書十一様｣、同表B欄「七番」の「古文書二巻」に対応するものと思われる。なぜ
なら、年月が一致しているからである。残念ながら「十一葉」については現存史料恥1が9通
10葉であるので一致しないが、間違いはないであろう。このことからは、表4A欄の年代が近
世初期の文書に関しては模写もしくは表装の年代であることも確定できる。「ほ」の「御朱印
之写」についても、「町代改儀一件」の結果を受けて1818(文政元）年に町代から下京に保管
が移った「御朱印」の写帳面をこの町組がその翌年に作成したことが判明し、これまた興味深
い。二十四町組は古町の町組である仲十町組とは異なり、新町の町組であって、相対的に伝統
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が新しく格式が一段下であった。そのため、「御朱印」の保管儀礼とは無関係であるのだが、
そうした新町の町組がわざわざ「御朱印」の写帳を作成しているのである。
したがって、板倉二十一ケ条に限らず、この時期にこの町組では多くの近世初期文書を「古
文書」と認識し、所持していないものは模写し、所持している原文書は表装し、帳箱目録に登
録して、将来への伝存を計っているということがわかる。
ここで想起されるのは、六角町という個別町レベルにおいても、1803年以後1824年までの間
に戦国期や近世初期の文書が町年寄預かり文書に新たに登録されていたことである。この時期
に戦国期や近世初期の文書に対する取り扱い方が確実に変化しており、それは歴史意識の変化
との相互作用の一つの現れであることが予想される。そして、このことは18世紀半ば以降1817
年の町代改義一件に到る経過との関連で説明できる可能性があることをここでは指摘するに留
める。
以上のように、京都の町組の文書は、町組の箱に保管され、町組の運営責任者が一月で交代
していくことに合わせて引継がれていたと推定される。それは、町組が個別町と異なって会所
を持っていなかったため、文書の固定的な保管空間が存在しなかったからである。
したがって、引継文書の参照可能性の違いによる区分は、個別町では保管容器や保管空間を
替えることにより行われていたことに対して、組合町では同一容器内で区分するような工夫が
なされていたと言えよう。
また、個別町の上位組織である組合町においても、文書保管の変化から歴史意識の問題にア
プローチできる可能性があることも示した。
むすびにかえて
六角町に即した以上の知見を、アーカイブズの実務に結びつけるとすれば以下のようになる。
惣町・組合町・個別町がそれぞれ独自に文書を保管する組織体であることがほぼ明確になった。
したがって、現存個別町文書を原秩序尊重の原則に従って目録編成するとすれば、京都におけ
る現存個別町文書というフオンドには、惣町・組合町・個別町というサプフオンドが存在する
ことが予想されることとなる。さらには、六角町においては畷子方という六角町内部の祭礼組
織や、彼岸講（表3保管容器e)という講組織などのようなサプフオンドも想定されることと
なる。このように過去（文書現用時点）の文書保管を究明することは歴史的記録史料の目録編
成にとって重要な研究課題であることが改めて確認されるのである。
次に、歴史学の文脈では以下のように展望する。
①京都六角町では、3年で交替する町年寄が大半の個別町文書を管轄していた。これは共同体
の文書を共有する一つの方法であり、家持町人の間では比較的フラットな構造を持つと言わ
れる京都の町共同体の特質と照応関係にある。さらに、譲り状のような共同体構成員の認定
に関する文書に限っては、町年寄の管轄下に置かれず、より純化した「共有」の形態として
町会所という共同施設に置かれた「譲り状箱」に保管された。
②個別町文書の上のレベルでは、組合町と惣町がそれぞれ独自に文書を保管していた。そうし
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た文書はそれぞれの個別町の必要性に応じて筆写され、個別町文書としても保管されていた。
したがって、都市行政情報は部分的には同じものが個別町・組合町･惣町の三つのレベルで
重層的に蓄積されていたこととなるが、問題は三つのレベルの蓄積情報にどのようなズレあ
り、そのズレが必然化する情報交換のあり方はどうなっているのか、という点であろう。こ
の問題には町奉行所における情報蓄積との関係も視野に入れなければならない。
③個別町でも組合町でも惣町でも、19世紀初頭に、中世末．近世初期文書の保管のあり方に一
定の変化が見られた。直接的な契機としては町代改儀一件が予想されるが、より大きくは都
市社会構造の変動との関連が説明されなければならない。
最後に、地域的特質の問題も指摘して本稿を終えたい。近世京都の町方文書は、町代文書と
｢御朱印」を除いては特定の家に保管されず、基本的には交代制の担当組織（月行事町・当番
町）・担当者（町年寄）が帳箱により引き継ぐ．ことが特徴的である。
これに対し、江戸においては、個別町レベルでは世襲の支配名主家が文書を保管し、奉公人
請状・宗旨請状といった文書類型ごとに懸硯・箪笥・渋張箱といった保管容器に収納し、それ
ぞれの内部で支配町ごとに分類し、町中連判（町触の請書）は支配町ごとの「小箪笥」に収納
されていたように見受けられる40)。支配名主のもとで各町では、月行事と書役が番屋に箪笥で
文書を保管していたようである4')。固定された家、固定された空間で保管されたことが京都と
比較した場合、著しい特徴であろう。
江戸については京都に比べると手がかりは著しく減少し、また町方文書保管について検討さ
れたこともないと思われるが、京都と対照的なことはほぼ確実であり、これは既に指摘されて
いる町共同体の類型差42)の反映という説明も可能であろう。「はじめに」で紹介した西木氏の
問題提起についても本稿のような文書保管に関心を持つことが解明の糸口になるものと思われ
る。
[追記］六角町文書の調査(1993-97年）をご許可いただき、また今回保管容器の写真掲載をご
承諾いただきました北観音山保存会に深く感謝申し上げます。
また、六角町文書の調査に参加された方々にもここに記して感謝致します。大場菊乃・小川
保・岩淵令治・上甲典子・杉森哲也・冨善一敏・西坂靖・保坂裕輿・森下徹・若松正志（50音
順、敬称・所属省略)｡
なお、本稿は、文部省科学研究費補助金・奨励研究A「近世における町共同体の比較史的研
究」(1995年度、研究代表者渡辺浩-)の成果の一部である。
40）「諸事証文目録帳｣、「連判帳之入目録・証文入目録・赤坂連判帳之入目録」（南伝馬町高野家文書、
東京都公文書館所蔵）
41)四谷塩町一丁H文書（江戸東京博物館所蔵)、麹町十二丁目文書（新宿区立歴史博物館所蔵）
42）吉田伸之「町人と町」（｢講座日本歴史」五巻、東京大学出版会、1985年、のち同著「近世都市社
会の身分構造」東京大学出版会、1998年に収録）
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